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　大寒を迎えいよいよ冬将軍の到来ですね。風邪など召
されていませんか。1月の「研修医だより」を担当させて
いただきます浜田医療センター研修医1年目の玉木翔子
と申します。よろしくお願い申し上げます。
　
　初めに自己紹介ですが、私は浜田市出身です。潮風の
かおる漁師町　元浜町で育ち、浜田二中、浜田高校を卒
業し、出雲市の島根大学医学部で6年間学び、今年の4
月より地元に帰り、浜田医療センターで初期臨床研修医
として勤めさせていただいております。やはり地元は知
り合いも多く、院内のみならず院外でも沢山の方々に声
をかけていただき、とても懐かしく、嬉しく思っていま
す。一方で、身の引き締まる思いでもあります。また、
家族や友人が近くにいるというのはとても心強いもの
で、様々な面で支えられています。

　浜田市は皆様もよくご存じの通り、海と山に囲まれた
大変自然に恵まれたところです。
　海で泳いだり、川で遊んだり、釣り竿や虫取り網をもっ
て友人と走り回ったりしていた頃を懐かしく思います。
また、浜っ子なら小さいころから身近な石見神楽や浜っ
子春祭り夏祭りなどお祭り、海の幸も山の幸も豊富で、
食・文化面でも恵まれたところです。私自身神楽が好き
で習っていたこともあるため、今でもお囃子を聞くとわ
くわくします。
　調べてみると歴史もしっかりあるところで、2019年
は浜田藩開府400年の節目の年のようです。これからま

だ知らない浜田の魅力を探していきたいと考えています。

　早いもので、初期臨床研修が始まって9か月が経過し
ました。最初の1ヶ月間は電子カルテの扱い方をはじめ
日常業務に慣れず、要領の悪い自分が嫌になる時期もあ
りました。そんな中でも指導医の先生方をはじめスタッ
フの方々や研修医2年目の先輩方が根気強く親身に、そ
して時には厳しくご指導をくださり、医師としての基本
を身につけていくことができました。また、切磋琢磨し
あえる同期にも恵まれました。
　体力、責任感、時に素早さが求められ、まだまだ不安
や焦りを感じることもありますが、患者さんの笑顔が見
られるととてもやりがいのある仕事だと思います。
　一人でも多くの患者さん、ご家族の方のお力になれる
よう、また、優しく信頼される医師になるよう頑張りま
す。地域のみなさん、指導医の先生方をはじめスタッフ
のみなさん、今後ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願
い申し上げます。

　最後になりました
が拙い文章にお付き
合いいただき、あり
がとうございました。
本格的な寒さが身に
しみる季節ですので、
くれぐれもご自愛く
ださい。
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活動その3：コードブルー訓練の実施
　コードブルーとは、急変などの緊急事態が発生したこ
とを知らせる言葉です。当院には、急変時に全館放送で
職員を招集して対応する緊急時院内職員招集体制（コー
ドブルー）というシステムがあります。いざという時に
このシステムが起動するよう毎年訓練を行っています。
今年は11月に行い多くの職員が参加しました。実際に
全館放送をして、集まった職員が模擬患者に急変対応を
します。訓練後は参加者とともに訓練の様子を振り返り
問題点を話し合います。実際に訓練をすると様々な課題
が明らかとなり、振り返りは急変対応を考える学びの場
となります。
　RRTというチームで活動することによって、一人では
困難だと思うことが実施できたり効率を上げることがで
きます。救急看護認定看
護師として学ぶことは
まだまだたくさんあり
ますが、チームで協力し
合い院内急変対応の質
向上に向けて活動して
いきたいと思います。

救急看護認定看護師の
活動について

院内１次救命処置（BLS）研修の様子

３階北病棟のデイルームで行ったコードブルー訓練様子

　現在、私は一般病棟で副看護師長、救急看護認定看護
師として勤務しています。急変は時と場所を選ばず発生
します。急変対応は全ての医療従事者が身に付ける技術
だと考えます。今回は、私が所属する院内急変対策チー
ム（以下RRT）の活動を通して当院の院内急変対応への
取り組みをご紹介します。

RRT ってどんなチームなの？
　医師（脳外科・麻酔科等）、診療看護師、集中ケア認定
看護師、救急看護認定看護師がチームを組んで院内の院
内急変対応の質向上を目的に活動しています。

RRTはどんな活動をしているの？
　院内急変の早期発見や対応、急変を未然に防ぐための
指導を行っています。全職員を対象に、救命処置の指導
や訓練を定期的に行っています。　
以下、活動の一部をご紹介します。

活動その1：病棟ラウンド
　毎週1回各病棟をチームでラウンドし、異常の早期発見
やチームで治療介入を行っています。病棟ラウンドはH26
年度より開始し、毎年約100件の介入を行っています。

活動その2：1次救命処置（BLS）の指導
　1次救命処置（BLS）とは、呼吸や心臓が止まった人の近
くにいる人が行う応急処置です。1次救命処置（BLS）の研
修会を毎月1時間行い、
胸骨圧迫（心臓マッサー
ジ）やAEDの使用法な
どを指導しています。
全職員を対象とし、
2018年の4月から11
月の間に事務職員や薬
剤師、放射線技師、看護
師など約80名の職員
が参加しました。
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